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　「高次脳機能障害を持った方へのリハビリで一番困ることは何ですか？」というアンケートを取る
と、多くの方が「なかなか病識がつかないこと」と答えます。高次脳機能障害者に病識を持ってもらう
ことは一筋縄ではいきません。もし正しい病識がつけば、それだけでリハビリ効率が上がってきます。
　そこで今回は、福井医療大学の中島裕也先生をお招きし、患者本人の発言や患者の変化に焦点をあて
て評価するSRSI（Self-Regulation Skills Interview）の実践活用について指南していただきます。この講
習を経て、患者さんが「気づきの階段」を登っていけるようなアプローチを習得しましょう。


